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６ 病 第 ２ 号 の ８

平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 ２ １ 日

関 係 各 位

京 都 府 病 害 虫 防 除 所 長

（ 公 印 省 略 ）

病 害 虫 発 生 予 察 情 報 に つ い て

下 記 の と お り 発 表 し ま し た の で 送 付 し ま す 。

病 害 虫 発 生 予 報 第 ９ 号 （ １ １ 月 ）

予 報 の 概 要

作 物 名 病 害 虫 名 予 想 発 生 量

＜ 平 年 比 （ 前 年 比 ） ＞

チ ャ カ ン ザ ワ ハ ダ ニ 山 城 や や 多

丹 波 並

丹 後 多

チ ャ ノ ホ ソ ガ

山 城 並

丹 波 並

丹 後 並

ア ブ ラ ナ 科 野 菜 べ と 病 並 （ 並 ）

ア ブ ラ ナ 科 野 菜 白 さ び 病 並 （ 並 ）

ア ブ ラ ナ 科 野 菜 白 斑 病 並 （ や や 少 ）

キ ャ ベ ツ 菌 核 病 並 （ 並 ）

野 菜 キ ャ ベ ツ 黒 腐 病 や や 多 （ や や 多 ）

ア ブ ラ ナ 科 野 菜 コ ナ ガ 並 （ 並 ）

ネ ギ ネ ギ ア ザ ミ ウ マ 多 （ 並 ）

ネ ギ ネ ギ ハ モ グ リ バ エ や や 少 （ や や 少 ）

※ 平 年 と は 過 去 １ ０ 年 の 平 均 で あ る 。
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予 報 本 文

チ ャ

１ カ ン ザ ワ ハ ダ ニ

予 報 内 容 発 生 量 ： 山 城 平 年 比 や や 多 い

丹 波 平 年 並

丹 後 例 年 比 多 い

予 報 の 根 拠

（ １ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 発 生 量 は 山 城 で 平 年 比 や や 多 く （ ＋ ） 、 丹 波 で 平 年

並 、 丹 後 で 例 年 比 多 い （ ＋ ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ ヶ 月 の 気 温 は 平 年 並 ま た は 高 く （ ＋ ） 、 降 水 量 は 平 年 並 と 予 想

さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 気 温 が 低 下 す る と す そ 葉 に 移 動 し て 越 冬 し 、 翌 春 の 発 生 源 と な る 。

（ ２ ） 翌 春 の 一 番 茶 期 の 発 生 を 抑 え る に は 、 越 冬 前 の 防 除 が 有 効 で あ る 。 越 冬

前 の 防 除 が 十 分 で な い と 、 翌 春 の 一 番 茶 期 間 近 に 発 生 が 多 く な り 、 防 除 に

苦 慮 す る 場 合 が あ る の で 、 越 冬 前 防 除 の 徹 底 を 心 掛 け 、 遅 く と も １ １ 月 末

ま で に 終 え る よ う に す る 。

２ チ ャ ノ ホ ソ ガ

予 報 内 容 発 生 量 ： 山 城 平 年 並

丹 波 平 年 並

丹 後 例 年 並

予 報 の 根 拠

（ １ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 発 生 量 は 山 城 及 び 丹 波 で 平 年 並 、 丹 後 で 例 年 並 ｡

地域 項目

寄生葉率(%)

寄生虫数(100葉当たり)

発生ほ場率(%)

寄生葉率(%)

寄生虫数(100葉当たり)

発生ほ場率(%)

寄生葉率(%)

寄生虫数(100葉当たり)

発生ほ場率(%)

3.6 1.7

8.5 7.0

31.8 23.7

0.7 1.5

1.7 4.2

33.3 31.7

3.0 0.1

8.5 0.1

75.0 7.1

山城

丹波

丹後

本年 平年値
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発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 通 常 、 年 ５ 回 世 代 を 繰 り 返 し 、 蛹 で 越 冬 す る 。

（ ２ ） 特 に 自 然 仕 立 て 園 で は 園 を よ く 見 回 り 、 発 生 を 認 め た ら 直 ち に 防 除 し 越

冬 密 度 を 下 げ る よ う に す る 。

※ 今 後 注 意 す べ き そ の 他 の 病 害 虫 等 は ｐ ６ を 参 照

野 菜

１ ア ブ ラ ナ 科 野 菜 べ と 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平 年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 キ ャ ベ ツ で は 発 生 を 認 め ず （ 平 年 並 ） 、 カ ブ で は 平 年

比 や や 少 な い 。

（ ２ ） 向 こ う １ ヶ 月 の 気 温 は 平 年 並 ま た は 高 く 、 降 水 量 は 平 年 並 と 予 想 さ れ て

い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 結 球 開 始 期 以 降 、 気 温 が 低 く 曇 雨 天 が 続 く と 発 生 し や す い 。

（ ２ ） 肥 切 れ は 発 病 を 助 長 す る の で 、 肥 培 管 理 に 注 意 す る 。

２ ア ブ ラ ナ 科 野 菜 白 さ び 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平 年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 ダ イ コ ン で 発 生 を 認 め ず （ 平 年 並 ） 、 カ ブ で 平 年 比 や

や 多 い （ ＋ ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ ヶ 月 の 気 温 は 平 年 並 ま た は 高 く 、 降 水 量 は 平 年 並 と 予 想 さ れ て

い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 発 病 適 温 は １ ０ ℃ 前 後 で 降 雨 が 続 く と 発 生 し や す い 。

（ ２ ） 窒 素 肥 料 過 多 を さ け 、 水 は け を 良 く す る 。

地域 項目

寄生芽率(%)

巻葉数(㎡当たり)

発生ほ場率(%)

寄生芽率(%)

巻葉数(㎡当たり)

発生ほ場率(%)

寄生芽率(%)

巻葉数(㎡当たり)

発生ほ場率(%)

12.5 11.8

5.4 11.3

72.7 51.9

19.3 20.9

2.8 3.3

66.7 40.0

0.0 7.6

11.3 2.9

75.0 32.1

山城

丹波

丹後

本年 平年値

作物 項目 本年 平年値

キャベツ 発病株率(%) 0.0 0.0

カブ 発病株率(%) 28.7 47.1

作物 項目 本年 平年値

ダイコン 発病株率（％） 0.0 0.0

カブ 発病株率（％） 0.7 2.9
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３ ア ブ ラ ナ 科 野 菜 白 斑 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平 年 並 （ 前 年 や や 少 な い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 カ ブ で 発 生 を 認 め て い な い （ 平 年 並 ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ ヶ 月 の 気 温 は 平 年 並 ま た は 高 く 、 降 水 量 は 平 年 並 と 予 想 さ れ て

い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 気 温 が 低 く 曇 雨 天 が 続 く と 発 生 し や す い 。

（ ２ ） 肥 切 れ は 発 病 を 助 長 す る の で 、 肥 培 管 理 に 注 意 す る 。

４ キ ャ ベ ツ 菌 核 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平 年 並 （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） 春 期 の 発 生 量 は 、 平 年 並 。

（ ２ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 発 生 を 認 め て い な い （ 平 年 並 ） 。

（ ３ ） 向 こ う １ ヶ 月 の 気 温 は 平 年 並 ま た は 高 く （ ＋ ） 、 降 水 量 は 平 年 並 と 予 想

さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 発 病 適 温 は ２ ０ ℃ 前 後 、 曇 雨 天 が 続 い た 時 に 発 生 し や す く な る 。

（ ２ ） 発 生 終 期 に 菌 核 が 形 成 さ れ 土 中 に 落 ち 、 次 の 伝 染 源 と な る 。 菌 核 は 土 壌

中 で ２ ～ ３ 年 間 生 き 残 る 。

５ キ ャ ベ ツ 黒 腐 病

予 報 内 容 発 生 量 ： 平 年 比 や や 多 い （ 前 年 比 や や 多 い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 発 生 量 は 平 年 比 多 い （ ＋ ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ ヶ 月 の 気 温 は 平 年 並 ま た は 高 く 、 降 水 量 は 平 年 並 と 予 想 さ れ て

い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 害 虫 の 食 痕 や 風 雨 に よ る 傷 口 等 は 細 菌 の 侵 入 を 容 易 に し 、 発 病 を 助 長 す

る 。

（ ２ ） 降 雨 日 数 と 発 生 量 と の 相 関 が 高 い 。

６ ア ブ ラ ナ 科 野 菜 コ ナ ガ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平 年 並 （ 前 年 並 ）

作物 項目 本年 平年値

カブ 発病株率（％） 0.0 0.5

項目 本年 平年値

発病株率(%) 0.0 0.0

項目 本年 平年値

発病株率（％） 0.7 0.1
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予 報 の 根 拠

（ １ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 キ ャ ベ ツ 、 ダ イ コ ン 及 び カ ブ で 発 生 を 認 め て い な い

（ 平 年 並 ） 。

（ ２ ） フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ へ の 誘 殺 数 は 亀 岡 で 平 年 並 、 京 丹 後 で 平 年 比 や や 少

な い （ － ） 。

（ ３ ） 予 察 灯 へ の 誘 殺 数 は 、 京 田 辺 で 平 年 比 や や 多 く （ ＋ ） 、 亀 岡 及 び 京 丹 後

で 平 年 並 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 雨 よ け 栽 培 の 場 合 、 降 雨 に 関 係 な く 急 速 に 増 殖 す る こ と が あ る 。

（ ２ ） 被 覆 資 材 な ど を 利 用 し 、 物 理 的 防 除 に 努 め る 。

７ ネ ギ ネ ギ ア ザ ミ ウ マ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平 年 比 多 い （ 前 年 並 ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 発 生 量 は 平 年 比 多 い （ ＋ ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ ヶ 月 の 気 温 は 平 年 並 ま た は 高 く （ ＋ ） 、 降 水 量 は 平 年 並 と 予 想

さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 年 間 、 １ ０ 世 代 以 上 く り 返 し 、 葉 の 表 層 を 食 害 、 か す り 状 の 食 害 痕 を 残

す 。

（ ２ ） 葉 鞘 分 岐 部 や 葉 折 れ の 内 側 に 多 く 寄 生 す る 。

（ ３ ） 本 年 6月 、 ネ ギ え そ 条 斑 病 の 発 生 が 府 内 で 初 め て 確 認 さ れ た 。 本 病 は 、 ネ

ギ ア ザ ミ ウ マ が 媒 介 す る ア イ リ ス イ エ ロ ー ス ポ ッ ト ウ イ ル ス （ Iris yellow

spot virus： IYSV)に よ る 病 害 で あ る 。 本 病 の 防 除 に は 、 ネ ギ ア ザ ミ ウ マ に

対 す る 薬 剤 散 布 や 、 防 虫 ネ ッ ト や UVカ ッ ト フ ィ ル ム に よ る 物 理 的 防 除 が 効

果 的 で あ る 。 翌 春 の 発 生 を 抑 制 す る た め に は 、 秋 期 の 防 除 が 重 要 で あ る 。

詳 細 は 、 京 都 府 病 害 虫 防 除 所 ホ ー ム ペ ー ジ ：

http://www.pref.kyoto.jp/byogai/documents/tokusyuho20140702_1.pdf

作物 項目 本年 平年値

キャベツ 寄生株率（％） 0.0 1.8

ダイコン 寄生株率（％） 0.0 8.9

カブ 寄生株率（％） 0.0 0.2

場所 本年 平年値

京田辺 1 0.2

亀岡 0 0.4

京丹後 0 1.4

9月第4半旬から10月第2半旬までの合計誘殺虫数（頭）

場所 本年 平年値

亀岡 8.0 8.7

京丹後 2.0 7.3

9月第4半旬から10月第2半旬までの合計誘殺虫数（頭）

項目 本年 平年値

被害株率(%) 32.0 10.1

被害度 8.0 2.9
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８ ネ ギ ネ ギ ハ モ グ リ バ エ

予 報 内 容 発 生 量 ： 平 年 比 や や 少 な い （ 前 年 比 や や 少 な い ）

予 報 の 根 拠

（ １ ） １ ０ 月 中 旬 現 在 、 発 生 量 は 平 年 比 少 な い （ － ） 。

（ ２ ） 向 こ う １ ヶ 月 の 気 温 は 平 年 並 ま た は 高 く （ ＋ ） 、 降 水 量 は 平 年 並 と 予 想

さ れ て い る 。

発 生 生 態 及 び 防 除 上 注 意 す べ き 事 項

（ １ ） 幼 虫 が 葉 肉 部 分 を 加 害 し 、 白 い 筋 状 の 食 害 痕 を 残 す 。

※ 今 後 注 意 す べ き そ の 他 の 病 害 虫 等 は ｐ ６ － ７ を 参 照

今 後 注 意 す べ き そ の 他 の 病 害 虫 等

チ ャ

１ チ ャ ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ

平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 中 旬 現 在 、 府 内 全 域 で 発 生 を 確 認 し て い る 。 こ れ ま で 、 比 較 的

寄 生 率 が 低 か っ た 丹 波 で も 、 寄 生 率 が 高 く な っ て い る 。 本 種 の 農 薬 に よ る 防 除 は 、

冬 期 （ １ ～ ２ 月 ） の マ シ ン 油 乳 剤 の ２ 回 散 布 が 有 効 で あ る 。 た だ し 、 赤 焼 病 の 発 生

を 助 長 す る の で 、 赤 焼 病 の 常 習 園 や 幼 木 園 で は 注 意 す る 。

野 菜

１ ト マ ト 黄 化 葉 巻 病

ト マ ト 黄 化 葉 巻 ウ イ ル ス （ TYLCV： Tomato Yellow Leaf Curl Virus） の 感 染

に よ り 引 き 起 こ さ れ る 病 気 で あ り 、 タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 に よ っ て 媒 介 さ れ る 。 平 成

17年 12月 に 府 南 部 の 抑 制 栽 培 ト マ ト で 発 生 を 府 内 で 初 め て 確 認 し 、 本 年 も 府 南 部 で

発 生 を 確 認 し て い る 。

ト マ ト 黄 化 葉 巻 病 の 発 生 ・ 拡 大 を 防 ぐ た め に は 、 発 生 初 期 の 発 病 株 の 抜 き 取 り と

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 の 防 除 を 速 や か に 行 い 、 「 ト マ ト 黄 化 葉 巻 ウ イ ル ス の 伝 染 環 を

絶 つ 」 こ と が 重 要 で あ る 。

【 施 設 栽 培 】

（ １ ） 黄 色 粘 着 板 な ど を 利 用 し 、 コ ナ ジ ラ ミ の 発 生 状 況 に 注 意 す る 。

（ ２ ） 先 端 部 の 葉 が 内 側 に 巻 い て い る も の 、 葉 縁 が 黄 化 し て い る も の 、 株 が 萎 縮

し て い る も の を 認 め た 場 合 、 関 係 機 関 と 相 談 の 上 、 発 病 が 疑 わ し い 株 は 速 や

か に 土 壌 に 埋 め る 等 、 適 正 に 処 分 す る 。

２ タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 は 世 界 中 に 分 布 し 、 多 く の バ イ オ タ イ プ （ 形 態 的 な 区 別 が 難

し く 、 遺 伝 的 、 生 物 学 的 に 異 な る 系 統 ） が 存 在 す る 。 本 州 で は 在 来 系 統 （ バ イ オ タ

イ プ Ｊ ｐ Ｌ 等 ） 、 バ イ オ タ イ プ Ｂ 、 バ イ オ タ イ プ Ｑ が 確 認 さ れ て い る 。 ま た 、 １ ０

月 中 旬 現 在 、 府 南 部 の 施 設 栽 培 ト マ ト で 多 発 し て い る の を 確 認 し て い る 。

項目 本年 平年値

被害株率(%) 40.0 75.2

被害度 10.0 21.5



- 7 -

バ イ オ タ イ プ Ｑ は 薬 剤 感 受 性 が 低 く 難 防 除 害 虫 で あ る の で 、 以 下 の ３ 点 を 防 除 対

策 の 基 本 事 項 と し て 、 防 虫 ネ ッ ト や 黄 色 粘 着 ロ ー ル 及 び 農 薬 等 を 組 み 合 わ せ た 「 総

合 的 害 虫 管 理 」 が 有 効 と な る 。

・ 施 設 内 に コ ナ ジ ラ ミ を 「 入 れ な い 」 。

（ １ ） 開 口 部 の 防 虫 ネ ッ ト 被 覆 。

（ ２ ） 黄 色 粘 着 ロ ー ル の 展 張 。

（ ３ ） 近 紫 外 線 カ ッ ト フ ィ ル ム の 使 用 。

・ 施 設 内 ・ 施 設 周 辺 の コ ナ ジ ラ ミ を 「 増 や さ な い 」 。

（ １ ） 発 生 初 期 の 防 除 の 徹 底 。

（ ２ ） 薬 剤 の ロ ー テ ー シ ョ ン 防 除 の 実 施 。

（ ３ ） 天 敵 や 微 生 物 農 薬 の 有 効 利 用 。

・ 施 設 内 か ら コ ナ ジ ラ ミ を 施 設 外 に 「 出 さ な い 」 。

（ １ ） 開 口 部 の 防 虫 ネ ッ ト 被 覆 。
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参 考

Ⅰ 近 畿 地 方 １ か 月 予 報 （ 10月 18日 か ら 11月 17日 ま で の 天 候 見 通 し ）

平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 １ ６ 日

大 阪 管 区 気 象 台 発 表

＜ 予 想 さ れ る 向 こ う １ か 月 の 天 候 ＞

向 こ う １ か 月 の 出 現 の 可 能 性 が 最 も 大 き い 天 候 と 、 特 徴 の あ る 気 温 、 降 水 量 等 の 確

率 は 以 下 の と お り で す 。

近 畿 日 本 海 側 で は 、 天 気 は 数 日 の 周 期 で 変 わ る で し ょ う 。 近 畿 太 平 洋 側 で は 、 天 気

は 数 日 の 周 期 で 変 わ り 、 平 年 と 同 様 に 晴 れ の 日 が 多 い 見 込 み で す 。

向 こ う １ か 月 の 平 均 気 温 は 、 平 年 並 ま た は 高 い 確 率 と も に ４ ０ ％ で す 。

週 別 の 気 温 は 、 １ 週 目 は 、 平 年 並 ま た は 高 い 確 率 と も に ４ ０ ％ で す 。 ２ 週 目 は 、 平

年 並 ま た は 高 い 確 率 と も に ４ ０ ％ で す 。

＜ 向 こ う １ か 月 の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時 間 の 各 階 級 の 確 率 （ ％ ） ＞

低い (少ない ) 平年並 高い (多い )

気 温 ２０ ４０ ４０
降 水 量 ３０ ４０ ３０
日照時間 ３０ ３０ ４０

病 害 虫 防 除 所 で は 上 記 の 天 候 の １ か 月 予 報 の 表 現 を 「 向 こ う １ か 月 の 気 温 は 平 年 並

ま た は 高 く 、 降 水 量 及 び 日 照 時 間 は 平 年 並 と 予 想 さ れ て い る 。 」 と し ま し た 。

Ⅱ 用 語 の 定 義
１ 半 旬 の と り 方

第 1半 旬 第 2半 旬 第 3半 旬 第 4半 旬 第 5半 旬 第 6半 旬

各 月 の 1～ 5 6～ 10 11～ 15 16～ 20 21～ 25 26～ 最 終

日 日 日 日 日 日

２ 発 生 量 － － － 病 害 虫 の 発 生 程 度 と 広 が り の 両 面 を 加 味 し た も の を い う 。

３ 平 年 値 － － － 原 則 と し て 過 去 10か 年 の 平 均 と す る 。

デ ー タ が 10年 に 満 た な い 場 合 は 例 年 値 と す る 。

４ 平 年 値 と の 比 較

１ ） 時 期

平 年 並 平 年 値 を 中 心 と し て 前 後 ２ 日 以 内

や や 早 い 平 年 値 よ り ３ ～ ５ 日 早 い

や や 遅 い 平 年 値 よ り ３ ～ ５ 日 遅 い

早 い 平 年 値 よ り ６ 日 以 上 早 い

遅 い 平 年 値 よ り ６ 日 以 上 遅 い

２ ） 量 （ 発 生 量 、 発 生 面 積 等 ）

平 年 並 平 年 値 並 の 発 生 で 10年 間 に ４ 回 は 発 生 す る 程 度 の 普 通 の 量

や や 多 い ｢平 年 並 ｣よ り 発 生 が 多 く 、 10年 間 に ２ 回 程 度 の 頻 度 で 発 生 す る 量

や や 少 な い ｢平 年 並 ｣よ り 発 生 が 少 な く 、 10年 間 に ２ 回 程 度 の 頻 度 で 発 生 す る 量

多 い ｢や や 多 い ｣よ り 多 く 、 10年 間 に １ 回 程 度 し か 発 生 し な い 量

少 な い ｢や や 少 な い ｣よ り 少 な く 、 10年 間 に １ 回 程 度 し か 発 生 し な い 量
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Ⅲ 予 報 本 文 の 見 方
「 予 報 本 文 」 の 見 方 を チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ キ を 例 に 示 し ま す 。

１ チャノコカクモンハマキ

予報内容 発生量：山城 平年比やや多い（前年比やや多い）

丹波 平年並（前年並）

丹後 例年並（前年並）

予報の根拠

（１）前年１０月の発生量は、山城、丹波、丹後で平年並の発生。

（２）４月中旬現在、山城で平年比多く（＋）、丹波、丹後で発生を認めていな

い（平年（例年）並）。

（３）４月中旬現在、フェロモントラップへの誘殺数は、宇治で平年比少ない

（－）。

発生生態及び防除上注意すべき事項

（１）幼虫で越冬し、春に羽化した成虫が発生源となるので、前年秋に多発した

園では注意する。

（２）通常、第１回目のふ化期は５月末～６月始めで、４回世代を繰り返す。

（３）ふ化した幼虫は成長すると、葉を綴って食害するようになり、薬剤がかか

りにくくなるので、ふ化直後の若齢幼虫期の防除が効果的である。

 
・「予報の根拠」とした直近の巡回調査のデータの中で主だったものを示しています。平年

値も記載しているので、防除等の目安としてくだい。 

 
・「発生生態及び防除上注意すべき事項」は、当該病害虫の生態、薬剤防除や耕種的防除方

法の留意事項、要防除水準等を示しています。 

地域 項目 ４月 の調査結果 ４月 平年値

綴葉数(/㎡)

幼虫数(/㎡)

発生ほ場率(%)

綴葉数(/㎡)

幼虫数(/㎡)

発生ほ場率(%)

綴葉数(/㎡)

幼虫数(/㎡)

発生ほ場率(%)

山城

3.0 0.1

0.5 0.0

22.7 3.7

丹波

0.0 0.5

0.0 0.0

0.0 11.7

丹後

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0 0.0

 

・「予報の根拠」は、巡回調査の結果、天候、フェロモントラップや予察灯への誘殺状況、指

導機関からの情報等、「予報内容」で示した発生量や発生時期の予測の根拠となった事項を

記載しています。 
・文中の（－）、（＋）は、予測される発生量に影響を及ぼすと考えられるもので、（－）の場

合発生が少なくなると考えられる要因、（＋）は発生量が多くなると考えられる要因を示し

ています。 

 

・「予報内容」は、今後の病害虫発生状況や発生時期の予測を平年比で示しています。 
・平年比の見方は、「Ⅱ 用語の定義、４ 平年値との比較」を参照してください。 
・（ ）内の前年比は予想月の前年の発生量（時期）との比較です。 
・必要に応じて地域別に示します。 
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※ 病 害 虫 防 除 に つ い て は 、 病 害 虫 防 除 所 ・ 最 寄 り の 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 又 は 農

協 に ご 相 談 く だ さ い 。

詳 し い 農 薬 情 報 は 、 農 林 水 産 省 ホ － ム ペ － ジ の 「 農 薬 コ － ナ － 」 の 「 農 薬 情 報 」

を ご 覧 く だ さ い 。

ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_info/index.html

農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 電 話 番 号 一 覧

・ 京 都 乙 訓 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ５ － ３ １ ５ － ２ ９ ０ ６

・ 山 城 北 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ４ － ６ ２ － ８ ６ ８ ６

・ 山 城 南 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ４ － ７ ２ － ０ ２ ３ ７

・ 南 丹 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ １ － ６ ２ － ０ ６ ６ ５

・ 中 丹 東 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ３ － ４ ２ － ２ ２ ５ ５

・ 中 丹 西 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ３ － ２ ２ － ４ ９ ０ １

・ 丹 後 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ２ － ６ ２ － ４ ３ ０ ８

農 作 物 病 害 虫 情 報 サ － ビ ス

・ ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス

http://www.pref.kyoto.jp/byogai/

京 都 府 病 害 虫 防 除 所

〒 621－ 0806京 都 府 亀 岡 市 余 部 町 和 久 成 ９

TEL 0771-23-9512

FAX 0771-23-6539

－ 農 薬 の 使 用 に あ た っ て は 使 用 基 準 を 遵 守 す る こ と －


